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皆の広場 素人の歴探考⑯ 「南九州歴史探索」

［Ｂ］ 南九州探索計画 ［１］はじめに

∗ （南九州の風土）
∗ １)地理特性

∗ ２）南九州と大和朝廷

∗ ３）墳墓特性

∗ ４）神社祭神

∗ （特記事項）
∗ ①桜島噴火と遭遇

∗ ②指宿砂風呂で低温やけど 桜島噴火（Ｈ２７．５．２１）

１）地理的特性

（鹿児島他）
１．南九州：（熊本南部→宮崎→鹿児島）のｴﾘｱ

２．鹿児島 ：薩摩半島⇔（桜島）⇔大隅半島
３． 火山帯： 鹿児島

①姶良火山（２万６千年前)：桜島、錦江湾の誕生
ｼﾗｽ台地（層厚さ≒１００m）

②鬼界火山(７千３百年前）：ｱｶﾎﾔ火山灰
層厚≒１m（鬼界島）

③阿多火山（５千５百年前）：指宿池田湖誕生
４．気 候： 温暖な気候
５．作 物： シラス台地の三大作物

①さつまいも②大豆③菜種
※ｼﾗｽ台地は水田耕作不可）

６． 大 陸： 大陸文化の窓口
いち早く水田農耕文化が伝搬

九州南部（天気予報）

２）南九州と大和朝廷

○九州王朝と大和朝廷（並立：白村江敗戦まで）※年代は未定

仮年代

※（西暦） ﾆﾆｷﾞ､山幸、ｳｶﾞﾔﾌｷｱｴｽﾞ

10？ ①神武東征 初代天皇 第4代 神武東征

57年 奴国王 後漢の金印

220頃？ ⑨開花天皇 春日率川宮

238年 卑弥呼 魏に朝貢（大和？） 卑弥呼 (九州邪馬台国？）

250頃？ ⑩崇神天皇 磯城瑞籬宮

300頃？ ⑫景行天皇 熊襲征伐

320頃？ ﾔﾏﾄﾀｹﾙ？ 九州遠征

350頃？ ⑭仲哀天皇 九州遠征戦死 熊襲退治

360頃？ 神功皇后 三韓征伐 諸県君

380頃？ ⑮応神天皇 后 泉長媛 日向

400頃？ ⑯仁徳天皇 后 髪長媛 九州王朝の王名・年代記録なし

478年 ㉑雄略天皇 倭の五王？（宋書） 倭の五王は九州王朝の王？

大和（記紀） 九州王朝（古田・日向説）

①

②大和政権九州遠征

１．熊・襲
ｸﾏｿとは： 球磨（人吉）＋贈於（国分）

２．隼人： ｸﾏｿの後に登場
①親大和勢力：諸県君（大隅ﾊﾔﾄ）山幸彦系
②反大和勢力：阿多君（薩摩ﾊﾔﾄ）海幸彦系

西海道風土記：喜田貞吉、津田左右吉

３．九州征伐（記紀）；
①景行天皇・ﾔﾏﾄﾀｹﾙ（3～4c初頃）：九州
②仲哀天皇・神功皇后（3～4c末頃）：熊襲
③応神・仁徳朝（衆夷征伐）：后姫

景行天皇の熊襲征伐

③景行天皇九州遠征
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④大和政権と南九州・朝鮮半島（４ｃ～６ｃ）
３）墳墓文化

 ①南九州の４大墓様式
①地下式板石積石室墓様式；
・地下２m程度に円形・方形の石室

が造られ､持送り式に板石で覆わ

れ中央部が亀甲上に高い天井。

・南九州西部・川内川中上流に分布

②地下式横穴墓様式；
・地表から１．５m位竪穴を掘り下げ

横に水平に堀広げる。

・南九州南東部に分布

③土壙墓様式：一般の墓（土葬）

④高塚様式：

(西都原古墳群、生目古墳)

・４Ｃ～７Ｃに築造されﾔﾏﾄ政権と同じ

高塚式古墳が３００基以上あり、男

狭穂・女狭穂など巨大古墳がある。

②南九州の墓文化圏 ③九州の大規模古墳(前方後円墳部類)

４）神社・祭神（日向王朝の天孫命）

ｲｻﾞﾅｷﾞ ｱﾏﾃﾗｽ ﾆﾆｷﾞ命 山幸彦 ﾄﾖﾀﾏﾋﾒ ｳｶﾞﾔ 神武
ｲｻﾞﾅﾐ 大神 ｺﾉﾊﾅｻｸﾔ海幸彦 ﾀﾏﾖﾘﾋﾒ ﾌｷｱｴｽﾞ

阿蘇 阿蘇神社 〇ﾀｹｲﾜﾀﾂﾐｺ

高千穂神社 〇、〇 〇、〇 〇 (皇神＋十社神)
高 荒立神社 〇4兄弟

千 槵触神社 ﾆ〇

穂 天岩戸神社 〇

二上神社 〇、〇

立磐神社 〇 神武東征(美々津）
宮 都萬神社 〇、〇 ｵｵﾔﾏﾂﾐ、ｲﾜﾅｶ他､

宮崎神宮 〇
崎 江田神社 〇

鵜戸神宮 〇

青島神社 〇、 〇 ｼｵｯﾁ
高 狭野神社 〇
原 霧島東神社 〇 〇
霧 霧島峯神社 〇、〇 山〇 〇､〇 〇
島 霧島神宮 ﾆ〇 山〇
南 宮原笠狭宮 〇、〇
さ 竹屋神社 〇、〇 ﾄ〇 ﾎｽｾﾘ
つ 野間神社 〇、〇 〇、〇 ﾎｽｾﾘ
ま 宮山笠沙宮 二〇
指 牧聞神社 〇
宿 玉の井 山〇 ﾄ〇
霧島 高尾山上陵 山〇
国分 止上神社 山〇 ﾄ〇

祭神
神社名地域 備　考

［２］日向王朝(天孫降臨＆日向王朝)

 １） 記紀・神話

  ２） 天孫降臨

  ３） 日向王朝

  ４） 神武天皇

  ５） 日向神話神社
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１）記紀・神話
１．記紀の誕生

備考記事書名段階

記録（６８１年）古事記の説話・神話部分となる旧辞川島、忍壁

説話・系譜口承天武の命で稗田阿礼暗誦を川島皇子等が記録。５Ｃ～６Ｃ①口承

記録（６８１年）天皇家の系譜的記事（皇統）帝紀あったらしい

聖徳太子倭国歴史書？（旧辞系統）国記太子、馬子

と蘇我馬子皇太子・嶋臣共に諮り天皇記・国記・・本記を録す
蝦夷邸宅焼打ちで天皇記焼失、国記消失前に取り出？

推古６２０年②焼失

の監修皇室の系譜？（帝紀系統）天皇記あったが焼失

元明天皇に上申天武天皇の命で稗田阿礼が暗習、太安万侶が編纂古事記太、川島

奈良時代に完成した日本の歴史書（神代～持統まで）

編纂を命じたとされる。中国史書は（２６６～４１３）欠落の４世
紀

(和同５年）７１０

(養老４年）７２０
◎記・紀

元正天皇に上申天武天皇が川島皇子以下１２人に帝紀・上古の諸事日本書紀

２．記紀と南九州
① 記：古事記、紀：日本書紀）

 

（歴史書）
制定年
天　皇
（古事記） ・天皇家の私史（伝記中心）
和銅5年(712) 天武天皇が稗田阿礼に暗誦 ・7世紀後半、天武天皇の
元明天皇 太安万呂に編纂を命じた。 　命で編纂された。
漢音体 藤原不比等が監修？ ・天皇家中心の国家基盤
全３巻 天地～推古天皇まで 　を築く為に歴史書必要。

（日本書紀） ・国外向け日本正史（国家） ・奈良時代完成の歴史書
養老4年（720) 天武天皇が川島皇子他12人 　（神代～持統天皇)記載。
元正天皇 に命じて帝紀等上古の諸事 ・中国史書に（266～413）
漢文 を再調査・編纂させた。 　年間は倭国の記事無し。

全30巻＋系図 藤原不比等が監修？

記　事 補　足

②記紀における南九州記事）

 

　　　　　　古事記（上巻） 日本書紀（簡単）
　ー主な内容ー 本文 一書

1 ﾆﾆｷﾞ命誕生と降臨 ○ ○
2 猿田彦と天鈿女の随行 × ○
3 木之花佐久夜姫と磐長姫 × ○
4 木之花佐久夜姫の火中出産 ○ △
5 海幸彦と山幸彦 ○ ○
6 豊玉姫の出産 ○ ○
7 鵜草葺不合命の結婚 ○ △

ｲ） 日向神話は古事記神話の2割を占める
ﾛ） ﾆﾆｷﾞの降臨した先が「筑紫の日向の・・」と古事記の記事

により「日向神話」と呼ばれる

③日向神話１（古事記）

 

第1章 天岩戸事件 天安河原でｵﾓｲｶﾈと神々の相談 天安河原
(高千穂夜神楽） 天岩屋前で天鈿女の踊り 天岩戸神社

第2章 天孫降臨 ﾆﾆｷﾞ尊降臨（５柱神も）
（5柱）ｱﾒﾉｺﾔﾈ、ﾌﾄﾀﾞﾏ、ｱﾒﾉｳｽﾞﾒ、 高千穂（臼杵群）

高祖山（糸島） ｲｼｺﾛﾄﾞﾒ、ﾀﾏﾉｵﾔ 高千穂峯（霧島）
初代 ﾆﾆｷﾞ結婚 ｺﾉﾊﾅｻｸﾔﾋﾒ（ｵｵﾔﾏﾂﾐ神の娘) 笠沙宮（野間半島）

ｲﾜﾅｶﾞﾋﾒ（姉：永遠の命） 笠狭宮（金峯町）
3柱誕生（ﾎﾃﾞﾘ、ﾎｽｾﾘ、ﾎｦﾘ） 竹屋神社

2代目 山幸彦 山幸彦が海幸彦の釣針を失くす 牧聞神社（指宿）
（彦火火出見尊） ｼｵﾂﾁ神がﾜﾀﾂﾐ宮入口紹介 青島（鬼の洗濯岩）
(ﾎｦﾘ） ・ﾄﾖﾀﾏﾋﾒと3年間竜宮城で結婚 隼人（鹿児島神社）

３代目 鵜草葺不合命 山幸彦とﾄﾖﾀﾏﾋﾒの子神 鵜戸神宮
(神武天皇の父） ﾀﾏﾖﾘﾋﾒ（ﾄﾖﾀﾏﾋﾒ妹）と結婚

４代目 ｶﾑﾔﾏﾄｲﾜﾚﾋｺ 神武誕生 皇子原、狭野神社
神武天皇 神武東征 美々津・立磐神社

第３章 ⑫景行天皇 九州遠征 西都原
○日本武尊 熊襲征伐
⑮応神天皇 泉長媛と結婚 宇佐神宮
⑯仁徳天皇 髪長媛と結婚 大仙陵（日本一大）

④日向神話２
（日本書紀）

 

天皇名
神代紀上 第1段～第８段まで 第７段：天岩屋籠り 神代は古事記より簡略
神代紀下 第９段～第１１段 ９段（天孫降臨）、１０段(海幸･山幸) 記紀で多少相違あり

１１段（ｳｶﾞﾔﾌｷｱｴｽﾞ命）
⑫景行天皇 九州遠征 周防～京～大分～日向～西都原 日向の命名者

～霧島～人吉～熊本～阿蘇～八女 御刀媛（襲の国）
○ﾔﾏﾄﾀｹﾙ 熊襲征伐 豊前～豊後～日向～大隅～ 英雄伝説？

姶良～熊本
⑭仲哀天皇 九州討伐 熊襲征伐で戦死 香椎宮
○神功皇后 三韓征伐 筑紫、熊襲征伐後に朝鮮半島へ 卑弥呼と同一扱い？
⑮応神天皇 河内王朝 朝鮮半島三国時代の戦乱で渡来 宇佐八幡神宮

渡来人（秦氏、東漢氏・・） 泉長媛（日向）
⑯仁徳天皇 河内王朝・聖人 大仙古墳（日本一大きい） 髪長媛（日向）
㉑雄略天皇 倭の五王（武）478年 治天下大王（ﾜｶﾀｹﾙ） 江田船山古墳

説　明 備　考できごと

∗ ①「筑紫日向之高千穂之久士布流多気」（古事記）
∗ （つくしのひむかのたかちほのくじふるだけ）

∗ ②「日向襲之高千穂峯槵日二上天浮橋」（日本書紀本文）
∗ （ひむかのそのたかちのたけ､くしひのふたがみのあまのうきはし）

∗ ③「筑紫日向高千穂槵觸峯」（紀・一書）
∗ （つくしのひむかのたかちほのくじふるだけ）

∗ ④「日向槵日高千穂之峯」（紀・一書）
∗ （ひむかのくしひのたかちほのみね）

∗ ⑤「日向襲之高千穂槵日二上峯天浮橋」（紀・一書）
∗ （ひむかのそのたかちほのくしひのふたがみのたけのあまのうきはし）

∗ ⑥「日向襲之高千穂添山峯」（紀・一書）
∗ （ひむかのそのたかちほのそほりのやまたけ）

２）天孫降臨
①降臨記事（記・紀）
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備 考祭祀神社神系譜降臨者降臨地域

出雲大社スサノオ（１番目降臨）

天から神宝能義神社天照第２子天穂日命出雲国①

神魂神社出雲国造租神ﾀｹﾋﾅﾄﾘ

妻：登美夜須昆売天磐船有りｱﾒﾉｵｼｵﾐﾐ第１子（天火明命)（２番目降臨）

物部十千根の三宝検校磐船神社瓊瓊杵尊の兄邇藝速日命交野市(哮峯）②

十種の神宝持ち降臨石切劔箭神社物部･穂積租神３２神を伴い降臨生駒の登美へ

妻：木乃花咲耶姫皇室の御先祖①天壌無窮の神勅（ｱﾏﾃﾗｽの孫）（３番目降臨）

子：海幸彦･山幸彦高千穂神社他②宝鏡奉斎の神勅瓊瓊杵尊高千穂の峯◎

御陵:男狭穂塚古墳霧島神社③斎庭の稲穂の神勅父神：ｵｼｵﾐﾐ長屋の笠狭崎

②天孫族の降臨履歴 ③降臨候補地

 

A.（降臨地）
① 高祖山（恰土） 糸島町 古田武彦
② 槵觸岳（二上山) 高千穂町 本居宣長
③高千穂峯（高原町） 霧島東神社 本居宣長

B.（上陸地）
① 笠沙宮（宮の山） 黒瀬海岸
②笠狭宮（金峯山） 加世田市
③西都原（御船塚） 宮崎
④ 高祖山麓（糸島） 早良郡 古田武彦

Ｃ（日向の小戸）
① 江田神社（宮崎） 阿波岐原町
②住吉神社（福岡） 博多区住吉
③高祖山麓（糸島） 早良郡小戸 古田武彦

④天孫系図（神代系図）
⑤ニニギ降臨（猿田彦と天鈿女）

⑥天孫臨候補地 ３）日向王朝（仮称）

①日向王朝系図
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４）神武天皇(日向４代＝初代天皇）

①神武誕生地(別名：ｶﾑﾔﾏﾄｲﾜﾚﾋｺ・ﾜｶﾐｹﾇ）

②神武の日向后

③神武東征開始地点（日向：美々津）


